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【参考資料①】
学校主体で取り組む業務改善の有効な打ち手



改めて教師の一日から考える

3

（一般的なイメージ）
勤務時間の前後に時間外の仕事が発生しており、このままでは人を増やすか仕事を減らさない
限り勤務時間内には収まらない
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児童生徒の在校時間 保護者対応

■教師の一日
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17時30分に誰もいない学校
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17時30分に誰もいない学校、たった5か月で。

校内研究
改革

時程の
大幅改革
40分授業

総合の
授業改革

チーム
担任制



教頭先生も18:30に帰る学校
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（埼玉県戸田市立笹目東小学校の例）



教頭先生も18:30に帰る学校
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（埼玉県戸田市立笹目東小学校の例）
子供も大人も自律自走を後押ししつつ、管理職として枠をつくり徹底



業務改善がほぼ終わった学校（愛知県江南市立布袋中学校）
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年間の平均（月別の超過勤務）：

R4⇒42.8時間/月、R5⇒32.6時間/月、R6⇒27.6時間/月



業務改善がほぼ終わった学校（愛知県江南市立布袋中学校）
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1年半で業務改善はひと段落して、R5後半からは本丸の教育改善に大きくシフトしている



青森県の高等学校でも（たった半年で）
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・中間考査の廃止
（定期考査から単元テスト・小テストへの移行）

※時間を確保して教員研修などを実施

・朝読書の廃止
（日課表の変更）

〇教育課程・日課表の変更

〇指導方法や組織の見直し

・7校時実施日の見直し

・服装指導方法の見直し

・部活動数の適正配置のためのWG設置

・講習内容の適正化



働き方改革 ー３つの切り口 ー
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自助 個人裁量

共助 学校裁量

公助 教育委員会・国裁量

基本的には自助・共助のみで
働き方改革の課題は解消可能



中
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高
等
学
校

有効な打ち手はすでに見えており、その多くは学校裁量
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4つの方向性の多くが学校の主体的（個人や学校裁量）で実現可能な取り組みになる
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① 教育課程の編成による創造的な余白づくり
• 年間授業時数や授業時間の見直し、2学期制の導入など
• 時程・日課の見直し（〇〇指導の在り方見直しを含む）

③ 児童生徒主体の学びへ転換
• 子どもを自立した学び手へ導く授業改善
• 家庭学習や行事、部活動など、授業以外の教育活動を見直し

② 教員の負担軽減・業務改善
• 学年/チーム担任制、業務ローテーション
• SSSの有効活用など

④ 仕組みづくり・環境整備や周辺業務の改善
• 職員室の環境改善
• 勤務体系に関する制度やルール整備（フレックスタイムの導入など）
• 外部人材の活用(保護者・地域ボランティア等)

• 会議の精選、ICT活用（ペーパレス化）など



【方向性①】教育課程の編成による創造的な余白づくり
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年間、週・月、日で動かせる要素（パラメーター）を工夫しながら学校裁量で検討・変更が可能



参考.時程の見直し例（福島県小学校）
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R5年度3学期の試行期間を経て、R6年度から6校時終了が15時前に持ち上がり15時には完全下校を実現



参考.時程の見直し（板橋第十小学校）
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小学校であれば15時完全下校が一つの目安

・１時間目8:30開始
・授業間を5分



参考.時程の見直し（埼玉県小学校）
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7月まで1コマ40分授業、8月以降は45分のシーズン制を導入（どちらのパターンでも6校時終了は15時前後）
また、火曜～金曜日は会議を入れず先生たちの自由な時間に設定



参考.時程の見直し（岡山県中学校）
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週28コマをベースに時程を組み立て、部活動も週3回16:45に終了とすることで17時完全下校を実現



参考.時程の見直し（愛知県中学校）
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週28コマをベースに時程を組み立て、部活動も週3回16:45に終了とすることで17時完全下校を実現

放課後活動は部活動を含めて週3回で最大でも70分



参考.時程の見直し（愛知県中学校）
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週28コマをベースに時程を組み立て、部活動も週3回16:45に終了とすることで17時完全下校を実現
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【方向性②】教員の負担軽減・業務改善（1/2）
学年・チーム担当制やローテーション等を導入することで、質の向上と負担軽減を両立することが可能

22

【交換授業】

•教科（単元）ごとに担当を決め、学年全体で授業を行う。
•左記は体育、社会、英語だが、書写/テスト/漢字など、教育
活動ごとの交換が可能

•単元ごとの時数など、少しの差があっても調整が可能

【ローテーション】

•左記の例のように、同教科における35程度の教材を学年で
分担し、同じ教材を用いて全クラスで実施する。

•授業研究や教材準備などの負担軽減と同時に、質の向上に
も繋がる

•同じ時間に全クラスが同じ教科を設定し、授業研究や教材づ
くりを分担する。

•授業研究や教材づくり以外に、オリエンテーションや内容の説
明などをメイン担当が担う。

•広い教室やzoomで繋げることで、一斉に同一の説明をする
ことができる。

【合同授業】



【方向性②】教員の負担軽減・業務改善（2/2）
学年・チーム担当制やローテーション等を導入することで、質の向上と負担軽減を両立することが可能
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学級担任制

・児童の様子を１日を通して観察できる(児童や保護者にとって安心)

・情報交換の時間が不要
・授業時間の柔軟な運用がしやすい
・教科横断的な授業が可能

学年(チーム)担

任制
（交換授業、
教科担任制

等）

・教材研究を担当教科に集中でき、授業の質が向上できる

・学級担任と相性が合わない児童も別の教科で活躍できる
・多様な視点で児童を指導できる
・年度途中の教員の未充足に対応しやすい

・中学校への移行がスムース

専科指導
・専門性の高い授業が可能

・教員の負担軽減の効果が特に大きい

学年(チーム)担任

朝の会

体育

社会

外国語

算数

給食

国語

帰りの会

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｄ Ｄ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

ＣＣＣ

交換授業+教科担任制の専科+学年(チーム)担任制（イメージ図）交換授業+教科担任制の専科（イメージ図）



【方向性②】教員の負担軽減・業務改善（2/2）
学年・チーム担当制やローテーション等を導入することで、質の向上と負担軽減を両立することが可能
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• 情報共有に時間がかかること
• 責任の所在が曖昧になること
• 主任が大変になる
などがデメリットという声も…

上手く取り入れている学校は柔軟に、
部分導入で良い所どりをしている



参考.チーム担任制の導入例（福島県小学校）
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小規模校の特性を活かして、異学年でチーム化を進めている



参考.チーム担任・顧問制の導入例（愛知県中学校）
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学級・チームは子どもたちのもの、子どもたちが自ら創り上げる学級や部活動を全ての教員で支援する

学年単位で何をローテーションやチーム化するかを決めることで、学年団の顔触れや得手不得手を踏まえた柔軟な運用を
実現



参考.部活動のリデザイン（愛知県中学校）
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生徒の声も聞きながら部活動をリデザインした結果、教育の質と業務負荷の軽減を両立



参考.東京都立駒澤高校(サッカー部)
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より科学的・合理的かつ効果的な練習方法を検討し、回数や時間を減らしつつ、主体性や質を高めて成果にもこだわる

実施した練習方法：

• サッカー部では、**インターバルトレーニング（HIIT）**を導入し、全
体の練習時間を削減。従来の長時間のランニングやボール練習を短縮
し、高強度のトレーニングを取り入れました。

• また、ミニゲーム（小さなグループでの試合形式）を中心に、試合に即し
た技術練習を強化。これにより、無駄な体力消耗を避け、実戦に近い形
での練習を実施。

•結果：
• 練習時間は週15時間ほど減少し、1回あたりの練習時間も大幅に短
縮されましたが、試合での成績はインターハイ出場という結果に結びつき
ました。

生徒たちのパフォーマンス向上と集中力の強化が確認され、体力や技術の向上
が顕著に見られました。



参考.愛知県・名古屋市立名東高校（陸上部）
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より科学的・合理的かつ効果的な練習方法を検討し、回数や時間を減らしつつ、主体性や質を高めて成果にもこだわる

実施した練習方法：

練習時間の削減と同時に、短時間集中型のトレーニングを導入。特に、スプリント

系の練習や持久系の練習では、**インターバルトレーニング（HIIT）**を活用。

一部の長時間のジョギングやランニングを効率的なインターバルトレーニングに置き換

え、短時間で高強度の練習を行いました。

さらに、回復の時間を重視し、練習後にストレッチやリカバリータイムを設け、疲労の

軽減と怪我の予防に努めました。

結果：

練習時間は週15時間程度削減されましたが、特に短距離走や中距離走で成績が

向上。短時間で集中してトレーニングすることで、選手たちの疲労感が軽減され、大

会でのパフォーマンスが向上。

インターハイでの成績が前年よりも大きく向上し、特に個々の選手の自己ベスト更

新が相次ぎました。



参考.他都市の実践事例（愛知県立高校）
テストの見直し例
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【方向性③】児童生徒主体の学びへ転換
「子どもは未成熟で教えなければ学べない存在」と考えるのか「子どもは適切なガイドとフィードバックがあれば自ら学べる存
在」と考えるかで、これまで教師がお膳立てしていたことを丁寧に「手放す」「委ねる」「子どもの自由裁量を増やす」ことになり、
授業以外を含めた教育活動に関する質の向上と負荷の軽減を同日に実現可能

31

単元で委ねる

子ども主語の学び

１コマで委ねる

子ども主語の学び

複数教科
学年合同
異学年など

部分で委ねる

子ども主語の学び

子どもの成長を信じて、委ねる

子どもと共に学
ぶ

子どもと
共に創る

バイアスを手放し、小さく試してみる



参考.校内研究、研修のあり方を転換（埼玉県小学校）
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学校全体で観点やテーマのみを設定し、あとは教師一人一人が主体的に取り組むボトムアップ型に転換
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参考.校内研究、研修のあり方を転換（愛知県小学校）
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参考.運動会 ⇒ 体育フェスPJT（栃木県中学校）

☆豊かなスポーツライフ
・体育の成果を活かす
・準備負担を減らす
・生徒が選んで出場
・運営は代表委員会
・審判は生徒と地域の方
・教師は笑顔で見守る行事



参考.部活動のリデザイン（愛知県中学校）
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生徒の声も聞きながら部活動をリデザインした結果、放課後活動を自分でデザインする生徒が出てきた事例
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従来型
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従来型

従来型



参考.生徒主体の単元づくり例（愛知県中学校）
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各教科の特性に合わせて単元をデザイン



【方向性④】仕組みづくり・環境整備や周辺業務の改善
仕組みづくり・環境整備や周辺業務の改善については取り組みが多岐にわたるが、学校裁量で取り組めることも多い
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分類 取り組み例

環境改善 • 職員室の環境改善（フリーアドレス化など）
• 備品や空き教室の整理整頓
• 餌やりや花壇の水やり自動化

勤務体系に関する制度やルール整備 • フレックスタイムの導入
• 定時退校日の設定
• 管理職による施錠（退勤時間の上限設定）

外部人材の活用 • 保護者・地域ボランティアの協力

校務のICT化 • 会議資料やお便りのペーパレス化
• 欠席連絡やアンケートのフォーム化
• 掲示物の精選やモニター活用

その他の改善（周辺業務） • 会議の精選
• 部会・委員会の運営効率化
• 分掌業務の見直し（統廃合など）
• 配布チラシの削減（チラシボックスの設置）



参考.備品管理・環境改善例（神奈川県小学校）

40

事務職員が主導で備品を利用しやすい用に配置





参考.教頭先生も18:30に帰る学校

42

（埼玉県戸田市立笹目東小学校の例）
子供も大人も自律自走を後押ししつつ、管理職として枠をつくり徹底



参考.他都市の実践事例（島根県立高校）
フレックス勤務の導入例

43

6



参考.他都市の実践事例（愛知県立高校）
施錠時間の設定、見直し

44



参考.保護者・地域ボランティア例（埼玉県小学校）

45

無料のアプリ「Hi」を活用して保護者・地域ボランティアを募集



参考.保護者・地域ボランティア（埼玉県小学校）

46

授業のサポートからトイレ掃除、花壇の手入れまで、先生たちが自由に募集をかけるため管理職の負荷もかからない
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参考.他都市の実践事例（島根県立養護学校）
校内の「やりたい」で進んだ改革

教材フリーマーケット 教材フォルダ
会議のあり方

仕組みやチャット活用

学部単位懇親会
日直の仕事の

見直し
アシスタント

ワークセンター連携

マチコミの活用
各セクションごとでの

見直し
ワークライフバランス
ノー延長デー

ビジョン・コンセプトの
共有

リーフレット作成
「やってみよう」から
始まる取り組み

稟議の電子決済
Googleドライブの

活用
欲しい・手放したいの
ネットワーク化

より良い業務分担
業務・行事の精選

より相談しやすい
雰囲気づくり

一律・綿密・毎回から
手放していけないか？

共有は各自確認に
信じて任せる

退勤しやすい雰囲気
意識改革

職員室の
フリーアドレス化

校内人材を活かした
取り組み

一人に負担が偏らない
職場づくり

授業人数の最適化
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参考.リーディングDXスクール（ユースケース）

出所: https://leadingdxschool.mext.go.jp/report/

「校務DX」、「生成AI」

などのキーワードで検索



【参考資料②】
「校内の壁」を突破するためのワークショップ概要



学校裁量がほとんどで、どんな取り組みが有効かも見えているのに…

50

裁量はあるのに
進まないのはなぜか？



真因は２つだけ

51

内部の当事者/利害関係者が2つの凝りをほぐすのは難易度が高いため、外部サポーターの伴走支援が非常に有効

遅くまで残る

先輩に陰口を
言われたくない

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

見
え
や
す
い
部
分

見
え
に
く
い
部
分

関係の凝り思考の凝り

一斉指導
管理型指導

荒れたらどうしよう

根っこにある真因は2つだけ（＝校内の壁）



2つの凝りを一気にほぐすために有効なアプローチ

52

最初に校内全員で集まってキックオフ（ワークショップ）を行うことで2つの凝りを一気にほぐす



53

誰か一人の意見で

決まるのではなく、

皆で話し合って決めた方が

より良い答えが見つかる

取り組むテーマや方向性を自分たちで出し合う
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各実施校の現在地やニーズに応じて4つのタイプ
特に最初の校内キックオフが重要な位置づけとなるが、各校の入り口やアプローチは「働き方改革の3つの切り口」と「授業改善×業務改善の二
刀流」の2つの視点を掛け合わせて決まる

1
これから本格的に始める

→テーマ出しから深掘りまで
（75～90分）

•本格的にはこれからなので何から始めたらよいか…

•出来る範囲で取り組んでいるが…
•管理職主導で進めてきたが先生たちの本音を聞いて
みたい

3

本当に共助はやりつくしたが、一部の先生は

遅くまで残っている
→個人のタイムデザイン
（45分～60分）

•共助の部分（仕組）は手を入れつくした

•時間外在校等時間の平均値も下がってきているが、
一部の先生が遅くまで残っている
•仕事以外のプライベートの時間も大切にしてほしい

4
学校全体で創造的余白は生まれている

→児童生徒主体の学びへの転換
（60分～90分）

•生み出した余白を何に使うかを転換したい

•本丸は授業改善！

2
インパクトの大きいテーマに着手したい

→深掘りして衆知を集め合意形成
（60分）

•出来ることはやり尽くしたけど、それでも早く帰れない…

•改善に取り組んでいるが、周辺業務に限定されている
•管理職主導で進めてきたが先生たちの本音を聞いて
みたい

5
上記のどれにも当てはまらない

→個別にデザイン
（60分～90分）

•地域・保護者との対話

•グランドデザインやビジョンをつくりたい
•児童生徒と一緒に何かやりたい
•そもそも校内で集まれない…



学校の主体的な取り組みを支える二刀流アプローチ

55

「質の高い学び」と「持続可能な学校」を同時に実現するために、「授業改善×業務改善の二刀流」で変化を起こす

業務改善

子どもを自立した学び手へ導く授業改善 教職員が主体的に取り組む業務改善

授業改善
教
育
の
質
向
上

業
務
負
荷
の
軽
減
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【①&②共通】当日は、みんなで改善のアイデアを出し、みんなで試すことを決める日

働き方改革の目的 事後

創造的余白を増やす

教材研究をしたり
新たなチャレンジを考えたり

教職員同士で対話したり

など、教育の質を高める
ことができる創造的余白を増や
すことが、働き方改革の目的だ
と考えます！

そのためにできることを出し合
い、試すことを決める日です♪

「不安だからやらない」よりも
「やってみて考える」のサイクルを
みんなでつくっていきましょう！

試行実施のサイクル

当日のイメージ

ワークショップ型

より働きやすく、より働きがいの
ある学校にできるように、共に
考えましょう！
・服装はいつも通りのラフでOK♪
・ありのままでご参加を♪
・飲み物持参OK♪

時程 担任制 給食・清掃

行事 宿題 テスト×評価
（宿題等含めて）

❶テーマを選ぶ（個人で選択）
❷チームごとにシートを使って対話

❸持続可能な在り方を提案

部活動・生徒会・

委員会等の

担当の在り方
部活動

校内研究/
教員研修
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【パターン①】テーマ出しから深掘りまで

【お題】
創造的余白を〇〇学校で増やすために、みんなで取り組めそ
うなことは？
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参考.テーマ出しの例
先生たちから挙がったアイデアを基に、深掘りするテーマを抽出（グループ分け）するが、校種や学校に限らず出てくるテーマ
はほとんど共通している

2.宿題
3.〇〇指導
(掃除/給食)

4.担任制

9.その他

1.時程

5.校内研究

7.行事 8.部活動

6.テスト

このテーマ群からわかることは、校内で課題感や改善したいテーマはほとんど全てが教育活動に関連しているという点にあり、

周辺業務に関する改善も大切だが、これらと比較すると効果が小さいことを示している
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【①&②共通】テーマを自己選択して業務をリデザイン
ワークシートを使って業務をリデザインする
⇒話したいテーマを自己選択・自己決定することで当事者性が高まり、短時間でも本質的かつ前向きな議論につながる
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【パターン③】最後は自助（人生を見つめ直すタイムデザイン）
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【パターン④】本丸は授業改善
タイプ①～③で創造的余白を生み出した学校が次に取り組むケースもあり




